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【はじめに】 

最近では，シリコン基板上の初期成長層（テンプレート）を利用して高品位なβ-FeSi2薄膜のエピ

タキシャル成長が可能になっている．そのエピタキシーは，複数の結晶面からのＸ線回折によって面

と対称性の完全性として評価されてきた．一方，（高速）イオンチャネリングは，ある結晶軸方向の特

定の原子列の完全性やヘテロエピ界面での原子列のずれなどを評価できる．そこで，本研究では，MBE

法で作製した-FeSi2/Si ヘテロエピタキシャル構造の軸チャネリングについて検討した． 

【実験方法】 

膜厚～20 nm のテンプレートを用いて，Fe-K セルと Si-電子銃を用いた分子線エピタキシャル

（MBE）法によって，n+-Si(111)基板上にβ-FeSi2(110), (101)エピタキシャル膜を約 70 nm 成長させた．

2 MeV-4He+イオンの 165 度のラザフォード後方散乱（RBS）測定から，Si<111>軸についてβ(110), (101)

面の軸チャネリングを測定した．また，ランダムスペクトルの解析には SIMNRATMを用いた． 

【結 果】  

Fig.1 にβ-FeSi2(110), (101)/Si(111)試料の RBS ランダムおよびチャネリングスペクトルを示す．ラ

ンダムスペクトルに比較してチャネリングでの収量が減少し，Si<111>軸にほぼ一致したβ(110), (101)

面での軸チャネリングが起こることが分かった．この場合の界面で最小収量χminは，Fe 原子で 0.77 と

Si 原子で 0.51 になり，通常の軸チャネリングのχmin（～0.1）[1]よりもかなり大きくなった．最小収

量は，χmin=Nd0u2（N:原子密度，ｄ0:原子間隔，u:平均原子変位）で与えられる[1]． 

Fig.2 に Fe と Si 原子の平均原子変位 u とχmin との関係を示す．測定した Fe と Si 原子のχmin か

ら，それぞれの平均原子変位 u(Fe)=0.96Å，u(Si)=0.77Åが得られる．これらの原子列での原子変位の

割合 u/d0は Fe 原子で 33％，Si 原子で 28％となり，非常に大きな値となった．この理由としては Si<111>

軸方向のヘテロエピ界面でのβの原子配列そのもの違いや結晶軸の傾角分布による効果，面内ドメイ

ンのランダム（モザイク）成長による多結晶効果などが考えられる．当日は，軸チャネリング・ディ

ップ曲線の半値幅角Ψ1/2の測定結果から，より詳しい議論をする予定である．  
【参考文献】[1] L. Feldman et al.: “Material Analysis by ion channeling”, (Academic Press, New York, 1982), pp.44-45. 

 

 

 

 

 

 Fig.1 RBS random and channeling spectra for a -FeSi2(110), 

(101)//Si(111) hetero-epitaxial structure.                Fig. 2 Relationship between total displacement u of Fe and 

Si atoms and the minimum yield min.  
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